
 

とうきょう すくわくプログラム実践報告書 

所在 東京都板橋区坂下３丁目２８−２４ 

園名 なでしこ小規模保育園 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

「水と感触」 

・ストレッチポールに穴をあけてシャワーを作り、高いところから水が落ちてくるように

する。 

・砂場の縁に水を入れたバケツを 2～3 個置いておく。スコップは置かずヨーグルトカ

ップ、お皿を置いておく。 

・水を使った活動では、穴をあけたペットボトルを使用。感触を感じる活動では、絵の具や

スポンジ、クレヨンを用意した。 

水に興味がある子が多いクラスだったことから、水を使った活動を考え、水を加える事で

変化する物質として砂と絵の具を使う事で感触の違いを感じられると考え計画した。 

【実践予定日】令和 7 年 8 月 25 日（月） 

【対象年齢】１歳児４名 

 

【実践予定日】令和 7 年 9 月 30 日（火） 

【対象年齢】１歳児 8 名 

 

【実践予定日】令和 7 年 12 月 10 日（水） 

【対象年齢】１歳児 8 名 

 



４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉 

 

 

５．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・水を実際に見せたり触らせたりしながら、感触などの様子を言葉に出来るように問いを

設定。 

・重大な事故につながるような場合を除き、保育士の声掛けを極力減らして、子どもがど

のように遊ぶのかを見る。 

 

 

・ビデオを見て語り合う事が良い。 

・集中して遊べていたのでトラブルはなかったのではないかと思う。 

・保育士の言葉は多くいらないことがわかった。 

・1 歳児は用意したものを道具として使い少しして音にも気が付いた。２歳児は立って上を

向いて遊んでいた。それぞれの成長が見えまた、楽しそうだった。 

 

 

・水の感触を楽しみその後に落ちてくる音を楽しんでいた。 

・トラブルなく遊び込めていた。 

・集中して遊んでいた。 

・声かけがなくても楽しみアイコンタクトで気持ちを伝えてくれた。 

・上から水を見る子どもの顔が見え新鮮だった。 

・座って遊ぶように声をかけなくても自然と座って遊んでいた。 

8 月 25 日（月） 9 月 30 日（火） 12 月 10 日（水） 


